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進捗評価シート （様式１-１）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

評価軸①-1
組織体制

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

計画策定時の体制を維持することにより、計画的に歴史まちづくり事業が推進された。
●鹿島市歴史まちづくり推進会議　　：１回開催
●鹿島市歴史まちづくり協議会　　　 ：１回開催

実施体制は、策定時に関係各課から構成した庁内策定会議を基に「鹿島市歴史まちづくり推進会議」を組織
し、関係組織間の積極的な連携を行い、情報共有を行っていくことで、歴史的風致の維持及び向上のための多
分野にわたる施策を進行する。
事務局は都市建設課が務め、特に文化財を担当する生涯学習課と、産業を担当する農林水産課、商工観光課
との緊密な連携を図る。
また、歴史的風致の維持向上に資する各種事業等の実施・推進にあたっては、国、県の関係機関への相談を
行い、事業の推進に関わる指導や支援を受ける。
法定協議会としては「鹿島市歴史まちづくり協議会」を本計画策定後も継続し、定期的に協議会を開催し、事業
の進捗状況の共有や協議を行う。
必要に応じて、関係する審議会や文化財所有者、管理者やまちづくり団体、市民などとも連携する。

歴史的風致維持向上計画の実施体制

項目

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）進捗状況　※計画年次との対応

鹿島市歴史的風致維持向上計画 推進体制

図 計画の推進体制
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進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

鹿島市全体の長期未着手都市計画道路について、見直しの方針を検討した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

項目

都市計画との連携

今後は、見直しに向け引き続き検討していく。

評価軸②-1

本計画の重点区域のうち、祐徳稲荷神社より川下側の範囲は都市計画区域となっている。このため、この範囲
においては、都市計画を前提とした施策を展開していく。

重点区域における良好な景観を形成する施策

図 重点区域と都市計画

整備済・改良中

概成済み

凡例

都市計画道路整備状況
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進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

佐賀県美しい景観づくり条例

佐賀県は、「佐賀県美しい景観づくり条例」を独自に定めており、同条例第７条において、「佐賀県美しい景観づ
くり基本計画」を位置付けている。同計画は、平成19年（2007）３月策定、平成25年（2013）改訂されている。同計
画は、景観法に基づく景観計画ではない。
同計画は、県内全域を対象として、景観づくりの基本施策や推進スケジュールを示しており、この中で、景観づ
くりの事業のひとつとして、県民・CSO、事業者等の情報交換、交流会等の実施を掲げている。交流は県全体の
みならず、共通テーマを持つ地域間ごとにも行うものとし、共通テーマの例のひとつに、長崎街道の宿場町とし
て浜宿が示されている。

また、同条例第８条では、「佐賀県遺産」が位置付けられている。「佐賀県遺産」は、平成17年（2005）に創設さ
れたもので、美しい景観を呈する地区又は地域を象徴する建造物で県民の貴重な資産であると認められるもの
を知事が認定するものである。認定したものには保存・活用に対しての支援を行っている。現在、市内には４件
の佐賀県遺産が存在し、このうち２件が重点区域内に位置している。
今後、重点区域内においては、佐賀県美しい景観づくり基本計画を踏まえ、本市においても景観計画の策定を
行い、良好な景観形成を図るとともに、佐賀県遺産制度を活かして、歴史的建造物の保存・活用を推進する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

景観計画策定に向け、景観行政団体へ移行した。（令和２年１月２２日　告示　処理開始日　２月２１日）

また、佐賀県遺産に令和元年５月１５日に２件認定された。うち、１件「永渓山泰智寺」が重点区域内にある。同物件の修理
を実施し歴史的景観の維持が図られている。（重点区域内の佐賀県遺産は計３件となった。）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸②-２
重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

行政団体へ移行した事により今後は、景観計画の策定について検討を図っていく必要
がある。
佐賀県遺産については、今後、県と連携を図りながらPRや事業推進を行う。

図 重点区域内の佐賀県遺産の位置

令和元年度 新規認定

「中村藇右衛門屋敷」

令和元年度 新規認定

「永渓山泰智寺」

泰智寺 山門修理完了状況

景観行政団体移行 告示文書
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進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

今後の景観計画策定に伴い、伝建地区外についても屋外広告物について検討していく
必要がある。

評価軸②-３
重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

佐賀県屋外広告物条例

佐賀県は「美しい景観づくり」に取り組むため「佐賀県屋外広告物条例」を平成22年（2010）４月に改正してい
る。
本計画の重点区域内は、祐徳院風致保安林や重要交差点とその周辺が禁止区域、肥前浜宿周辺が第２種許
可区域、その他の区域が第１種許可区域に定められている。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

伝建地区内は鹿島市歴史的景観条例に基づき、屋外広告物の表示又は掲出にあたって許可申請が必要となる。
今後も、佐賀県屋外広告物条例等に基づき、重点区域内の良好な景観形成を推進する。
　届出制度等により、良好な景観形成に寄与している。

状況を示す写真や資料等

図 重点区域と屋外広告物許可区域
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

進捗状況　※計画年次との対応

鹿島市歴史的景観審議会及び肥前浜宿まちづくり協議会での事業報告により学識者や地元同意も得ながら、文化庁及び
佐賀県文化課による技術指導のもと、鹿島市は間接補助事業者として事業者である民間所有者及び民間設計士への適切
な助言・指導を行うことにより、伝統的建造物（特定物件）の適切な修理がなされ保存が促進された。
・伝統的建造物保存修理：3件

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-1

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

平成19年（2007）度～令和10年（2028）度

重要伝統的建造物群保存地区保存修理費国庫補助

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

肥前浜宿の重要伝統的建造物群保存地区において、特定物件の保存修理と、その他の建築物等の修景によ
る整備を進める。

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

茅葺材料および職人の不足が、近年顕著となっている。茅葺職人は兼業が多く、茅葺
一本で生計を立てることが難しいことも一因。通年の仕事と賃金確保ができれば解決の
糸口となるが、需給バランスの調査がまず必要と思われる。

項目

①　重要伝統的建造物群保存地区保存修理事業

令和２年度事業 実施個所
旧不動寺家住宅

完了前

完了後

完了後

旧荒木家住宅

完了前
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

新型コロナ感染症の影響により来場者数は例年より少ない状況である。

状況を示す写真や資料等

市単独

本事業では、肥前浜宿にある継場や旧乗田家住宅といった一般公開している市所有歴史的建造物の維持管
理を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

市所有歴史的建造物について、地元NPO法人へ管理委託及び指定管理委託し、観光案内所運営や一般公開を行った。

利用者実績：来訪者　約7,500人（1月末時点）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

②　市所有歴史的建造物維持管理事業

平成30年（2018）度～令和10年（2028）度

写真 継場 写真 旧乗田家住宅

「継場」　来場者数積算表（令和２年度）

市内 県内
県外

（九州内）
県外

（九州外）
海外 不明 合計

R2.4 2 8 31 9 0 85 135

R2.5 1 29 28 1 0 125 184

R2.6 8 38 126 27 1 140 340

R2.7 0 52 138 36 0 205 431

R2.8 7 58 337 31 2 218 653

R2.9 16 85 290 71 14 377 853

R2.10 4 115 424 92 0 806 1,441

R2.11 10 124 809 185 0 902 2,030

R2.12 9 139 263 137 0 456 1,004

R3.1 3 29 73 9 0 313 427

R3.2

R3.3

合計 60 677 2,519 598 17 3,627 7,498
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

補助については、令和元年度で終了した。
今後は、空き家バンク制度等と連携を図りながら事業を進めていく。

状況を示す写真や資料等

③　空き町家活用促進事業

平成27年（2015）度～令和10年（2028）度

市単独

本事業では、空き町家の活用を希望する市外からの転入者に対して、改修費や家賃の補助を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

肥前浜宿において、市外からの転入者に家賃補助を実施していた。
R01実績：１件

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

写真 店舗兼住宅として活用中の町家
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

歴史的風致形成建造物に指定はしていないが、佐賀県遺産に「永渓山泰智寺」が認定された。
令和元年度に佐賀県の補助金を利用し修理を実施した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

歴史的風致形成建造物の指定について今後検討が必要である。

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

④　歴史的建造物保存対策事業

平成31年（2019）度～令和10年（2028）度

県補助金

重要伝統的建造物群保存地区を除く重点区域全域において、歴史的風致形成建造物に指定された建造物の
保存修理を実施する。

評価軸③-1

佐賀県遺産に認定された「永渓山泰智寺」
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

市単独

本事業では、歴史的風致形成建造物の候補や、指定文化財の候補、登録文化財の候補となる建造物の実測
調査等を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

専門家の協力を得ながら、新たな指定文化財候補となる史料の現地調査を実施した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

⑤　歴史的建造物保存対策調査事業

令和2年（2018）度～令和10年（2028）度

仏像調査の様子
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

⑥　伝承芸能の公開支援事業

平成9年（1997）度～令和10年（2028）度

市単独

本事業では、市全域に分布する浮立や獅子舞をはじめとした伝承芸能を披露する場として、祐徳稲荷神社境内
において、「伝承芸能フェスティバル」を開催する。（※「伝承芸能フェスティバル」では、古くから伝わる民俗芸能
だけでなく、太鼓や舞踊など最近の芸能の披露も行われるため、ここでは「伝承芸能」という言葉を使用してい
る。）また、ここで披露される民俗芸能が元の形を保つよう、必要に応じ学識経験者の指導を受ける。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

今年度の伝承芸能フェスティバルについては、新型コロナウイルス感染症対策の中止となった。
令和2年11月23日(月)に開催された第3回佐賀県伝承芸能祭には「琴路神社の獅子舞」「嘉瀬ノ浦の獅子浮立」が出演し、
県内外に伝承芸能の魅力を発信した。

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

第3回佐賀県伝承芸能祭の様子

第3回佐賀県伝承芸能祭の様子 第3回佐賀県伝承芸能祭ポスター

伝承芸能フェスティバルポスター（昨年度分）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

新型コロナ感染症対策のため、令和元年度及び令和２年度の「鹿島酒蔵ツーリズム🄬」が中止となったため、計画どおり進
捗できていない。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画どおり進捗している
■計画どおり進捗していない

今後、新たな生活様式での開催について協議していく

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

⑦　祐徳稲荷神社と肥前浜宿の参拝継承事業

令和2年（2020）度～令和10年（2028）度

市単独

肥前浜宿を経由した祐徳稲荷神社への参拝として、歴史的風致を形成する活動となっている鹿島酒蔵ツーリズ
ム®の継承を促進する。このため、本事業では、鹿島酒蔵ツーリズム協議会に対し、肥前浜宿と祐徳稲荷門前
町をつなぐ活動への支援を行う。

評価軸③-1

伝承芸能フェスティバルポスター（昨年度分）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

支援事業のうち多面的機能支払交付金事業は５カ年ごとに協定を見直すため、最終年
度となる令和３年度には次期対策について検討・実施を図っていく。

状況を示す写真や資料等

多面的機能支払交付金事業ほか

本事業では、浜川流域の活動の継承につながる浜川や水路の清掃等といった地区での活動に対し、消耗品や
経費を補助することで活動の継続を支援する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

浜川流域の水路の清掃など維持管理に取り組む地元の活動に対し、交付金や重機使用料、原材料の支給などにより支援
した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

⑧　浜川流域の活動支援事業

令和2（2020）年度～令和10年（2028）度
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

⑨　民俗芸能の道具等の修理・新調支援事業

令和2（2020）年度～令和10年（2028）度

市単独

本事業では、市全域の各地区に受け継がれる浮立や獅子舞といった民俗芸能を将来にわたり継承するため
に、民俗芸能に用いられる衣装や道具の修理及び新調に対して、助言、指導を行い、衣装や道具に関しては、
古くからの形態を保つよう、必要に応じて学識経験者等の指導、助言を受ける。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

県・市の補助金を活用し、琴路神社の神幸祭行事(県指定文化財)に用いられる神輿2基の修理が完了。11月の例大祭の
折に披露された。

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

琴路神社の神幸祭行事（神輿新調）

琴路神社の神幸祭行事（神輿新調）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

浅浦面浮立保存会に対し、保存継承活動の補助を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

⑩　民俗芸能団体の活動支援事業

令和2（2020）年度～令和10年（2028）度

市単独

本事業では、市重要文化財である浅浦の面浮立の浮立の保存会に対し、活動費の補助を行い、支援や助言を
行う。

評価軸③-1

浅浦の面浮立
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

市単独
社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）
（平成28（2016）年～令和2（2020）年）

本事業は、肥前浜宿の歴史的建造物を取り巻く周囲の環境をより良好なものにするために、道路美装化、案内
看板の設置、建築物の修景等を推進する。
また、肥前浜宿と祐徳稲荷門前とをつなぐ回遊の起点となる歴史的建造物である肥前浜駅の駅前広場を、周
辺の歴史的風致と調和するように整備する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

肥前浜駅前整備について、今年度は駅前広場整備と植栽工事を行った。来年度に残工事を実施したい。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

⑪　肥前浜宿街なみ環境整備事業

平成15年（2003）度～令和10年（2028）度

浜駅前整備イメージ図

現在の状況
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画どおり進捗している
■計画どおり進捗していない

新型コロナウイルス感染拡大や令和２年７月豪雨、令和２年台風１０号の影響により計
画に遅れが生じている。今後も協議会と連携を図りながら事業推進を行う。

状況を示す写真や資料等

⑫　祐徳門前地区街なみ環境整備事業

平成29（2017）年度～令和10年（2028）度

市単独
社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）
（平成29年（2017）～令和3年（2021）
観光地域振興無電柱化推進事業

本事業では、歴史的風致の範囲である祐徳門前町の参道あるいは地区全体としての個性と統一感のある町並
み景観形成を図るため、建築物の修景に対する補助や参道の美装化、防犯灯の設置等を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

景観形成をはかるため、家屋の修景助成を計画している。
無電柱化については、国の観光地域振興無電柱化推進事業に採択され今年度事業完了した。

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

図 修景イメージ

（『鹿島市祐徳稲荷門前地区街なみ環境整備

事業計画書』より転載）

無電柱化事業

完了前 完了後
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
□実施中
■未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

未着手

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

⑬　祐徳稲荷神社参拝回遊促進事業

令和6（2024）年度～令和10年（2028）度

市単独

本事業では、肥前浜宿と祐徳稲荷神社周辺をつなぐ浜川と、浜川から水を引いた水路の親水環境を整備し、流
域の散策路整備やサイクリングロードとしての道路付帯施設や落下防止柵等の修景整備を行う。
また、誰もが利用しやすい交通アクセス機能の充実化を図るための効果的な仕組みを検討する。

評価軸③-1
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

今後は、景観計画策定に向け協議を実施していく。

状況を示す写真や資料等

市単独

本事業では、本市の景観に関する規制を設け、歴史的風致と調和した良好な景観誘導を行うため、景観計画を
策定する。この際は、夜間景観への配慮も行う。併せて、公共施設の景観ガイドラインの作成についても検討す
る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

令和元年度に景観行政団体に移行しており、景観計画を策定できる段階となった。
（令和２年１月２２日　告示　処理開始日　２月２１日）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

⑭　景観形成推進事業

令和元年（2019）度～令和5年（2023）度

景観行政団体移行 告示文書
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

⑮　文化財防災事業

令和元年（2019）度～令和10年（2028）度

市単独

本事業では、伝統的建造物群保存地区内にある消火栓の定期点検や、市内の文化財建造物における消防訓
練等の実施を行うものである。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

伝建地区内の消火栓について、毎月市職員による点検を行った。また、専門業者に点検を依頼した。
毎年行っている文化財防火訓練は、文化財防火デーに合わせ、令和3年1月24日（日）に能古見地区の西蔵寺において実
施した。

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

伝建地区内防災設備点検状況 文化財防火デー実施状況
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

移住体験施設を利用された方の移住促進を図った。
利用実績：移住体験 　　　4件(令和２年度実績)

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

⑯　移住受入体制整備事業

令和元年（2019）度～令和10年（2028）度

市単独

本事業では、本市への移住促進のために移住体験施設として整備した、旧筒井家住宅の維持管理や利用者
へのサポートを行うため、市民団体や民間事業者等との連携体制及び維持管理体制を整える。

評価軸③-1

移住体験施設 外観

移住体験施設利用者 移住体験施設 内装
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

県補助金

本事業では、肥前浜宿と祐徳稲荷門前をつなぐ浜川沿い等において、来訪者が散策等を行う際にアクセスが
明瞭となるよう、歩行者向けに歴史的風致と調和した効果的なサインを設置する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

県からの補助金を利用し、肥前浜宿と祐徳稲荷門前をつなぐ歩行者導線に誘導サインを設置した。
来年度は同じルートの美装化を予定している。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

⑰　祐徳門前町と肥前浜宿をつなぐ散策者用誘導サイン設置事業

令和2年（2020）度～令和10年（2028）度

誘導サイン設置個所：●

誘導サイン設置状況 誘導サイン設置状況

誘導サイン設置状況
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
□実施中
■未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

⑱　歴史的風致の解説板設置事業

令和3年（2021）度～令和6年（2024）度

市単独

本事業では、歴史的風致がみられる箇所において、来訪者が散策等を行う際に、周辺の歴史的風致の認知が
できるよう、解説板を設置する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

未着手

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

新型コロナウイルス感染症により、酒蔵ツーリズム🄬等のイベントが中止となり会議を開くことが出来なかった。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画どおり進捗している
■計画どおり進捗していない

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

⑲　肥前浜宿・祐徳門前町まちづくり交流促進事業

令和2年（2020）度～令和10年（2028）度

市単独

本事業では、肥前浜宿、祐徳門前町とその間の地域における一体的なまちづくりを促進するために、肥前浜宿
と祐徳門前町及びその周辺の住民により組織するまちづくり会議（各まちづくり組織の代表者会）に対して、支
援を行う。

評価軸③-1
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

市単独

本事業では、市内の歴史的風致について分かりやすく伝えるためのパンフレットや歴史的風致の散策マップ等
を作成配布する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

昨年度作成した祐徳稲荷神社及び祐徳門前町についての観光パンフについて増刷を行い配布を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

⑳　歴史まちづくり普及事業

令和元年（2019）度～令和4年（2022）度

肥前浜宿まちあるきマップ

祐徳稲荷神社及び祐徳門前町観光パンフ
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

㉑　歴史ガイドブック作成事業

令和元年（2019）度～令和10年（2028）度

市単独

本事業では、市内の各地区の歴史や文化を分かりやすく伝えるためのガイドブックである「歴史さんぽシリー
ズ」の作成を継続して行っていく。また、これまでのシリーズと合わせた統合版を作成する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

鹿島市各地域を分けて、歴史や文化財を個別に紹介する「歴史さんぽシリーズ」、今年度は『能古見の歴史を歩こう』を発
行する。

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

歴史さんぽシリーズパンフレット

『能古見の歴史を歩こう』（令和２度実施分）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

市単独

本事業では、子どもたちの文化財に対する関心や地域に対する愛着の醸成につなげるために、子ども向け副
読本の作成等を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

昨年度に引き続き、「のごみ お宝再発見プロジェクト２０２０」と題した３回シリーズの講座を開催した。
対象は能古見小学校3年生で、～能古見のコトもっと知りたい・探したい・伝えたい～をテーマに総合的な学習の時間を活
用した事業展開を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

㉒　子ども向け歴史まちづくり普及事業

令和元年（2019）度～令和4年（2022）度

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

評価軸③-1

能古見小学校と地域の史跡で実施した「のごみ お宝再発見プロジェクト」状況
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

指定文化財を広く知ってもらうため、企画展「ふるさとの文化財展」を4～6月に開催した。また、文化財の新たな指定に向
け、候補となる文化財の調査を実施した。
活用について、一般公開している施設の利用状況は、新型コロナウイルス感染症の影響により昨年度より減少してはいる
ものの、継場は約7,500人（1月末時点）の来訪者があり、また、移住体験施設には、4件利用されており保存活用がなされ
ている。【P6及びP20参照】
市内に広がる民俗芸能についてかしま伝承芸能フェスティバルが中止となったが、11月に開催された佐賀県伝承芸能祭に
出演し、民俗芸能等を披露され継承普及がなされている。また、使用される用具等についても今年度は「琴路神社の神幸
祭行事」、「浅浦の面浮立」に助成を行い、活動の継承を支援した。【P10及びP13参照】
埋蔵文化財包蔵地については、開発等が実施される場合は、事前調査等を実施している。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

文化財指定、保存管理・活用について

項目

文化財の保存又は活用に関する事項
評価軸④-1

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

市内には45件（現在）の指定文化財、27件の国の登録文化財がある。文化財については現状を把握し、適切な
保存・活用を実施する。肥前浜宿の「継場」、「旧乗田家住宅」については、一般公開をおこなっており、草葺の
空き町屋を整備した移住体験施設がある。一方、市内に指定を受けていないものの、鹿島市の歴史を物語る重
要な文化遺産である文化財が数多く点在しており、その価値が知られないまま失われる危険性をはらんでいる
ため、市全体として守るべき文化財の状況把握に努めていく。
民俗芸能について市内には74件存在している。近年、「かしま伝承芸能フェスティバル」を毎年開催しており、継
承、普及活動に繋げているが、後継者不足が顕著でありいくつかの芸能が休止を余儀なくされている現状があ
る。歴史や伝統を反映した活動について、指定、未指定を問わず、活動を継承する人々と連携し積極的に活動
の継承を支えていくことを目指す。
埋蔵文化財包蔵地については、文化財保護法に基づき適切な保護、保存措置を講じていく。

移住体験施設利用者

琴路神社の神幸祭行事（神輿新調）第3回佐賀県伝承芸能祭の様子

写真 継場
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸④-2
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財の修理、周辺整備、防災事業について

文化財の修理（整備）にあたっては、日常的に管理状況を点検し、損傷等により修理が必要な場合は、早期に
適切な措置を行うことが必要である。また、文化財としての価値を損ねないように、史料や調査などに基づき修
理する必要がある。
重点区域内には、伝建地区内の建造物をはじめとした、指定や登録を受けた歴史的建造物があり、さまざまな
制度による保護がなされているが、祐徳門前町や、その周辺地区、伝建地区外には、指定や登録を受けていな
い歴史的建造物が手つかずのまま残されている。今後は肥前浜宿と祐徳門前町を核としたい広い範囲の多く
の歴史的建造物の保護に努め、修理の推進に取り組む。
防災事業においては、伝建地区内では防災公園や消火栓の設置、散水設備の整備といった防災機能の強化
に取り組んできたが、祐徳門前町や周辺地区では、防災機能を高めるための施設整備が十分ではない。今後
は、肥前浜宿と祐徳門前町を核とした広範囲の一体的な防災期の向上を目指す。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

指定文化財について、管理状況等を確認しながら市所有の文化財については必要な補修等を行っている。今年度は、鹿
島城赤門の続塀、武家屋敷棟門続塀の保存修理を実施した。
伝建地区内の伝統的建造物（特定物件）については、所有者の意向に沿いながら修理・修景補助を行っている。今年度に
ついては、保存修理4件、解体調査1件を実施している。祐徳門前地区については、街なみ環境整備事業を利用し修景補
助を行い門前町の修理修景を実施している。【P5及びP16】
防災事業について、今年度は伝建地区内で茅葺屋根の建造物をを復原したため防災設備として2号消火栓の設置を行っ
た。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

図 修景イメージ

（『鹿島市祐徳稲荷門前地区街なみ環境整備事業計画書』より転載）

伝建事業を利用した建物の修理状況 伝建事業を利用した建物の修理状況

鹿島城赤門続塀保存修理（修理前）
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

文化財に関する普及・啓発、防災訓練、団体との連携について

文化財の保存及び活用の普及、啓発に関しては、文化財ガイドブック販売や地区ごとの歴史ガイドパンフ「○○の
歴史を歩こう」シーリーズの作成。また、地区ごとの歴史をテーマに企画展や講演会を開催している。文化財に関す
る案内板について順次設置してきたが、まだ十分といえない状況である。今後もガイドパンフ作成や講演会開催、案
内板設置といった活動を継続し関係機関等と連携し多様な媒体を活用した情報発信強化に取り組む。
文化財の防災について、毎年文化財防火デー前後の日曜日に地元消防団及び消防署、市関係者と文化財等を利
用し実戦に即した防火訓練を行っており関係者の資質向上を図っている。
文化財の保存・活用に関する団体として、肥前浜宿を中心とした市民団体等のほか、各地域の民俗芸能の保存会
がある。伝統や文化を反映した人々の活動を継承する団体や歴史的風致の維持向上に資する活動を行う団体を応
援してく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

生涯学習センターと共催で企画展示「ふるさとの文化財展」を開催したほか、歴史さんぽシリーズ「能古見の歴史を歩こう」
パンフレットを作成した。
小学生向け歴史講座として「のごみお宝発見プロジェクト」と題した３回シリーズの講座を開催し文化財の啓発を行った。
伝建地区内において、啓発のため、地元の公民館で伝建地区の制度概要の説明を行った。また、来年度についても順次
行う。
令和元年度に九州地方整備局、日南市が主催された「第２回九州歴史まちづくりサミットin日南」に参加し九州地区内認定
都市１１都市の首町と今後の歴史まちづくりの展望を話し合った。その際に、九州地区内１１都市の歴史まちづくりカードが
公表された。鹿島市においては肥前浜宿の「継場」にて配布している。
文化財防火デーにあわせ防火訓練を西蔵寺で実施し、本番さながらの訓練により消防団等の資質向上が図られた。
民俗芸能の保存会についても道具等や活動費の補助を行い活動の継承に向け補助を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸④-3
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

能古見小学校で実施した

「のごみお宝再発見プロジェクト」状況

歴史まちづくりカード

文化財防火デー実施状況
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進捗評価シート （様式１-５）

評価対象年度 令和２年度

地酒もてなす「酒の駅」に　肥前浜駅にBARオープン 令和3年1月 佐賀新聞

鹿島で「秋の酒蔵まつり」　15日、事前予約制で人数制限 令和2年11月 佐賀新聞

eスポーツで町おこし　鹿島・祐徳門前商店街有志が協会設立 令和2年12月 佐賀新聞

土曜夜にテラス営業　祐徳稲荷の門前商店街６店舗 令和2年10月 佐賀新聞

新観光列車「36ぷらす3」九州の食や文化触れる 令和2年10月 佐賀新聞

佐賀新聞

状況を示す写真や資料等

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸⑤-1

佐賀新聞令和2年9月「肥前浜宿朝市」２周年　買い物客でにぎあう

令和2年8月「復興御礼」銘打ち　鹿島・祐徳門前商店街の有志らが夏市

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

市内の歴史的風致について多数報道等なされている。これらを通じて、鹿島市の歴史まちづくりに関する取組、について関
心、認識が高まり、普及啓発がなされている。

掲載紙等年月日報道等タイトル

効果・影響等に関する報道
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進捗評価シート （様式１-６）

評価対象年度 令和２年度

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で。記事・議会議事録等を添付

平成２４年より鹿島酒蔵ツーリズムを実施しており、来場者が当初３万人から平成３１年には９万９千人に増加しており、関
係団体及び市民が一体となり賑わいを図っている。また、取り組みをが評価され令和元年度の「ふるさとづくり大賞」に鹿島
酒蔵ツーリズム推進協議会が選ばれた。しかし、令和２年と令和３年については、鹿島酒蔵ツーリズム🄬が新型コロナ感染
症の流行により中止となっている。
また、肥前浜宿及び祐徳門前町の玄関口である肥前浜駅で、平成２９年度地物NPO法人へ委託し、情報発信を行ってい
る。
令和２年１０月よりJR九州の観光列車である「36ぷらす3」が肥前浜駅へ定期的に停車し、また、令和３年1月より肥前浜駅
に「HAMABAR」がオープンし賑わいが創出されている。

観光振興及び情報発信

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）進捗状況　※計画年次との対応

肥前浜宿と祐徳門前町をつなぐ取り組みとして、肥前浜宿の「肥前浜宿花と酒まつり」と、祐徳門前町の「祐徳
門前春祭り」を、市内全体の酒蔵の同時蔵開きイベントである「鹿島酒蔵ツーリズム🄬」において、タイアップさ
せたイベント開催してきた。今後は肥前浜宿と祐徳門前町をつなぐ回遊性の向上と、重点区域内で一体で取り
組まれる活動の継承を図る。

項目

その他（効果等）
評価軸⑥-1

観光列車「３６ぷらす３」

鹿島酒蔵ツーリズム来場者推移

「HMABAR」オープン
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令和２年度
・法定協議会等におけるコメント

会議等の開催日時：　令和３年３月１２日

（コメントの概要）
＜全体的な内容について＞
○肥前浜宿及び祐徳門前地区の空き家の状況はどうなっているか。

＜個別事業について＞
○移住受入体制整備事業について、利用した人数が４人となっているが、移住へつながったか。

〇祐徳門前地区街なみ環境整備事業の事業進捗状況についてどうなっているか。

○防災対策事業について、住民の方がいつでも使えるよう年一度と言わず訓練等が必要でない
か。

＜その他について＞
○九州新幹線西九州ルートが開通したときに特急減便となる、観光の面でも利便性を落とさない
よう対応してほしい。

コメントが出された会議等の名称：　鹿島市歴史まちづくり協議会

法定協議会等におけるコメント　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　（様式２）

評価対象年度

（今後の対応方針）
＜全体的な内容について＞
〇肥前浜宿地区については、感覚的には横ばいである。空き家が発生した場合は地元酒蔵が購
入し利活用されること思われる。祐徳門前地区の空き家状況についても、横ばいであるが、繁忙
期のみ営業する店舗もあり継続的な賑わいが創出できていない。

＜個別事業について＞
〇今年度利用された４人は移住にはつながっていない。

〇祐徳門前地区の修景事業については、今年度は新型コロナ感染症の影響を受けなかな進捗
ができていない。年末年始も来訪者が少なく地元が気落ちしている状況で今後の経済状況を確
認しながら事業を実施していく。

○防災対策事業について、自主防災組織を地元で作られており住民と協議を行いながら検討し
ていく。

＜その他について＞
〇特急の減便については、公共交通の担当部署とも協力しながら、JR等へ要望を行っていく。
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